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          高松市北浜町 8－25 

          TEL 087-825-0350 

          FAX 087-851-0699 ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連ＪＦ香川漁連    

人と魚と海のネットワーク 

香川県漁連ホームページ香川県漁連ホームページ香川県漁連ホームページ香川県漁連ホームページ    
http://www.jf-net.ne.jp/kagyoren/ 

 

 

１０月５日、坂出市入船町 1丁目において「海の

幸ふれあい市場」がオープンした。オープン前の式

典では、山本啓一社長の挨拶の後、本川水産庁長官、

平井衆議院議員、綾坂出市長、原香川県漁連代表理

事専務から祝辞があり、その後、塩飽舟唄保存会の

祝い唄、関係者によるテープカットが行われた。 

 

関係者による関係者による関係者による関係者によるテープカットテープカットテープカットテープカット    

この市場は一般の方が毎日買い物ができて、なお

かつ家族連れや観光客にも親しんでもらえることを

コンセプトに、丸亀・多度津・坂出の 3つの魚市場

が統合してできたものです。建物は鉄骨一部２階建、

延べ床面積約 4千平方メートル。 

オープン初日はあいにくの雨模様にも関わらず、

大勢の買い物客や家族連れが次々に来場し、駐車場

は常時満車状態。鮮魚や惣菜を販売するコーナーで

は、秋漁で獲れたサワラやサンマ、イイダコを揚げ

た天ぷら等が飛ぶように売れ２時過ぎには完売して

いた。また、海鮮料理店「いただきさんの海鮮食堂」

では来場者が長蛇の列を作っていた。 

 

お魚ビンゴゲームで楽しむ来場者お魚ビンゴゲームで楽しむ来場者お魚ビンゴゲームで楽しむ来場者お魚ビンゴゲームで楽しむ来場者    

イベントとして模擬せりやお魚タッチプール、ま

たお魚シャトルのイベントとして、お魚ビンゴゲー

ム＆お魚クイズ、イリコモンスターを探せ等を行い、

大勢の家族連れが楽しんでいた。 

 

１０月１７日（木）に香川県知事、香川県議会宛

に平成２６年度の予算編成に関する要望を行った。 

県漁連・信漁連からは両連の会長である服部会長、

県漁連からは原専務、かん水組合からは嶋野組合長、

海苔研からは西口会長が出席した。 

知事室、県議会にて漁連・信漁連、かん水組合、

海苔研とも代表者がそれぞれ要望書を読み上げ、浜

田県知事、水本県議会議長に提出した。 

 

浜田県知事に要望書を渡す服部会長浜田県知事に要望書を渡す服部会長浜田県知事に要望書を渡す服部会長浜田県知事に要望書を渡す服部会長    

    

水本水本水本水本県議会議長県議会議長県議会議長県議会議長に要望書を渡す服部会長に要望書を渡す服部会長に要望書を渡す服部会長に要望書を渡す服部会長    

漁連・信漁連の要望については下記の通り 

１、漁船漁業対策に関する要望 
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  ２、県産水産物の流通・販売促進に関する要望 

３、養殖業の振興に関する要望 

４、漁業後継者育成および漁協組織の強化に関す

る要望 

５、漁場環境の保全に関する要望 

６、防災対策に関する要望 

また、これとは別に「瀬戸内海を豊かな海として

再生するための法整備に向けた要望」を国に提出す

るにあたり協力要請を行った。 

要望項目は下記の通り 

１、藻場、干潟及び浅場の保全措置 

２、底質並びに湾奥部の改善措置 

３、漁業が持続可能な豊かな海づくりのための栄

養塩の適正管理 

４、赤潮発生メカニズムの解明 

５、海ゴミ対策 

６、有害生物対策 

７、温暖化対策 

８、漁業等再生対策 

 

本年度は、例年と比較しても育苗が遅れて開始さ

れるが、今漁期のノリの豊作を心より期待いたした

い。 

 

平成２５年度のノリ人工採苗が、本会多度津のり

種苗センターで９月２５日（水）より開始され、約

５万１，０００反を採苗し１０月２６日（土）で１

ヵ月に及ぶ作業が終了した。 

本年度も、昨年度と同様猛暑で１０月に入っても

３０℃を超える日が何日かあった。その影響か海水

温も平年と比較して０．８℃程高めに推移し、度重

なる台風の影響等による天候不順で当初予定してい

た終了時期が後ろにずれてしまった。 

 

大型水車による採苗作業大型水車による採苗作業大型水車による採苗作業大型水車による採苗作業    

気になる海況は、１０月に入って珪藻プランクト

ンのコシノディスカスが増殖し栄養塩が低い値で推

移していましたが、台風による降雨の影響等もあり、 

月末には平年値まで回復してきました。 

 

台風一過の１０月２７日（日）、高松市中央卸売市

場においてたかまつ市場フェスタ２０１３が開催さ

れた。市民に親しまれる開かれた市場を目的に、年

に一度、市場を開放して新鮮な地の魚や野菜を安く

市民に販売している。さぬき海の幸販売促進協議会

ではオリーブハマチの刺身の試食、伊吹いりこの試

食、初摘み香川県産ノリの試食、県産ノリのアンケ

ート調査等を行った。 

オリーブハマチの試食では試食開始３０分前から

列ができ始め、開始時間には長蛇の列ができあがっ

ていた。客層としては子供連れの方も多く、皆美味

しそうにハマチを食べていた。 

また、お魚シャトルも出動し、ハマチをはじめメ

バルやアジ等約２０種類の魚が泳いでおり、水槽の

前で子供連れの人達が楽しそうに眺めていた。 

メインステージでのステージイベントでは市場に

よる水産物・花・青果等の模擬セリ、ご当地アイド

ルのきみともキャンディのライブステージが行われ

大いに盛り上がっていた。またこのステージに香川

おさかな大使の中條さんと後藤さんも上がり、香川

県産水産物の PRを行った。 

そのほか、たかまつ市場フェスタではみかん重量

当てクイズやマグロの解体ショー、小学生以下が対

象の魚のつかみ取りなど老若男女問わず楽しめるイ

ベントが盛りだくさんであった。試食コーナーだけ

ではなく鮮魚、野菜等も特価にて販売しているので、

今年行くことができなかった方も来年はぜひお越し

いただきたい。 

 
長蛇の列のオリーブハマチ試食コーナー長蛇の列のオリーブハマチ試食コーナー長蛇の列のオリーブハマチ試食コーナー長蛇の列のオリーブハマチ試食コーナー    

 


